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９月議会にて、５人の議員が市政に付いて一般質問を致しました。

質問の要旨については次のとおりです。

平成１６年度 財政収支概要

発言者氏名

区　分 一般会計

１１，７８６，１８０ ３，３６９，７６７ ４，５０９，２０７ １７，６２５ ３３，５１３ ７８５，００８ ０ １０，４８３ ３２，４３３ ２０，５４４，２１６

２，９８４，０３４ ４，５３１，５０２ ２６，８７９ ３３，５１３ ７６６，７７７ ０ ８，２８０ ３２，４３３ ２０，０５７，２４５

３８５，７３３ △２２，２９５ △９，２５４ ０ １８，２３１ ０ ２，２０３ ０ ４８６，９７１

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８３，２５８

３８５，７３３ △２２，２９５ △９，２５４ ０ １８，２３１ ０ ２，２０３ ０ ４０３，７１３

３５４，９１６ △３９，２２３ △９７０ ０ ２３，９５５ ０ １，６９３ ０ ４９７，３５６

３０，８１７ １６，９２８ △８，２８４ ０ △５，７２４ ０ ５１０ ０ △９３，６４３

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ４７５

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２５０，０００

３０，８１７

１１，６７３，８２７

１１２，３５３

８３，２５８

２９，０９５

１５６，９８５

△１２７，８９０

４７５

２５０，０００

△３７７，４１５ １６，９２８ △８，２８４ ０ △５，７２４ ０ ５１０ ０ △３４３，１６８

国民健康
保険事業

市 バ ス
事 　 業

公共下水道
事　　　業

市営駐車場
事　　　業

住宅新築
資 金 等
貸付事業

農業集落
配水施設
事　　業

公共用地
先行取得
事　　業

老人保健
合　計

質　問　の　要　旨

９
月
８
日
（
木
）

宮田精一

爪丸裕和

尾家啓介

１．豊前市内の公共施設のアスベストの件について 

２．道路の事故状況について

３．市町村合併について

（単位：千円）

１．公共施設に於けるアスベスト対策について

２．地元中小企業の仕事確保と入札制度の改善について

１．公共工事の入札改善について

２．豊前市職員の採用と教育について

３．新北九州空港の開港に関連して

１．干ばつ対策について

２．農業委員会委員定数について

古川哲也

１．公共事業の見直しについて

２．入札制度について

一　般　質　問一　般　質　問

特　別　会　計

歳入決算額
（Ａ）

歳出決算額
（Ｂ）

形 式 収 支
（Ａ－Ｂ）（Ｃ）

実 質 収 支
（Ｃ－Ｄ）（Ｅ）

前年度実質収支
（Ｆ）

単年度収支
（Ｅ－Ｆ）（Ｇ）

積立金積立額及び
市債繰上償還額（Ｈ）

積立金取り崩し額
（Ｉ）

実質単年度収支
（Ｇ＋Ｈ－Ｉ）

翌年度へ繰り越す
べき財源 （Ｄ）



５

 １.
豊
前
市
内
の
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ

ス
ト
の
件
に
つ
い
て

議
員
　
豊
前
市
に
お
い
て
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
、
い
ま
だ
存
在
す
る
の
か
、

今
後
、
ど
の
よ
う
に
改
善
す
る
の
か

お
聞
き
し
た
い
。

財
務
課
長
　
市
の
公
共
施
設
に
つ
い

て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
の
現
状
調
査

を
実
施
し
、
疑
い
の
あ
る
施
設
に
つ

い
て
専
門
業
者
に
分
析
を
依
頼
中
、

そ
の
結
果
で
、
対
策
を
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。
現
在
、
被
害
に
あ
っ
た

人
の
報
告
は
、
受
け
て
い
な
い
。

議
員
　
１０
年
前
ぐ
ら
い
に
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
問
題
が
一
度
話
題
に
な
っ
た

時
、
改
善
さ
れ
た
と
思
う
が
何
故
、

今
問
題
が
全
国
的
に
吹
き
上
が
っ
て
、

被
害
が
出
て
い
る
の
か
。

財
務
課
長
　
昭
和
６２
年
度
に
、
小
中

学
校
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
の
調
査

が
あ
り
、
石
綿
の
吹
き
付
け
剤
と
、

石
綿
を
、
５
％
以
上
含
む
ロ
ッ
ク
ウ

ー
ル
と
い
う
繊
維
が
あ
っ
た
。
こ
れ

が
規
制
に
か
か
り
、
５
％
以
上
に
つ

い
て
は
、
そ
の
時
点
で
除
去
さ
れ
た
。

今
回
、
法
が
規
制
さ
れ
更
に
、
５
％

が
１
％
に
強
化
さ
れ
た
。

議
員
　
豊
前
市
の
公
共
施
設
に
ア
ス

ベ
ス
ト
を
使
用
し
て
い
た
と
、
わ
か

っ
た
場
合
、
施
設
を
改
善
す
る
場
合

の
予
算
は
、
国
か
ら
補
助
金
等
は
出

る
の
か
。

財
務
課
長
　
国
の
方
針
が
、
は
っ
き

り
し
て
お
ら
ず
、
予
算
措
置
が
さ
れ

る
の
か
と
い
う
の
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
分
か
っ
て
い
な
い
。

 ２.
道
路
の
事
故
状
況
に
つ
い
て

議
員
　
事
故
の
多
発
場
所
は
ど
こ
か

又
、
原
因
は
何
か
、
お
聞
き
し
た
い
。

総
務
課
長
　
昨
年
の
人
身
交
通
事
故

の
発
生
場
所
と
件
数
は
、
船
入
バ
ス

停
付
近
１４
件
、
皆
毛
国
道
１０
号
線
バ

イ
パ
ス
工
業
団
地
入
り
口
交
差
点
付

近
６
件
、
三
毛
門
駅
入
り
口
交
差
点

６
件
、
宇
島
港
入
り
口
交
差
点
５
件
、

千
束
１０
号
線
バ
イ
パ
ス
交
差
点
付
近

５
件
と
な
っ
て
お
り
、
交
通
事
故
の

半
分
は
、
新
旧
１０
号
線
の
交
差
点
付

近
で
発
生
し
て
い
る
。
原
因
と
し
て

は
、
ス
ピ
ー
ド
の
だ
し
過
ぎ
、
わ
き

見
運
転
、
見
に
く
い
交
差
点
、
信
号

等
色
々
あ
る
。

市
と
し
て
は
、
取
締
り
機
関
、
指
導

機
関
、
啓
発
機
関
と
協
力
し
、
市
民

の
交
通
事
故
防
止
に
努
め
た
い
。

建
設
課
長
　
二
葉
交
差
点
付
近
は
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
や
す
い
場
所
で
、

減
速
表
示
や
、
交
差
点
、
分
離
帯
の

雑
草
の
処
理
、
不
必
要
な
防
護
柵
及

び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
を
撤
去
し
た
。

豊
前
署
に
て
、
調
査
し
た
結
果
、
交

通
事
故
の
原
因
は
、
殆
ど
安
全
確
認

不
足
、
わ
き
見
運
転
、
前
方
不
注
意
、

注
意
不
足
で
あ
っ
た
。

 ３.
市
町
村
合
併
に
つ
い
て

議
員
　
合
併
新
法
は
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
、
合
併
は
ど
の
よ
う
に
進

捗
し
て
い
る
か
。

市
長
　
新
法
で
は
、
第
一
に
、
都
道

府
県
は
、
総
務
大
臣
の
定
め
る
基
本

方
針
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
合
併
の

推
進
に
関
す
る
構
想
を
策
定
す
る
。

第
二
に
、
知
事
は
、
市
町
村
合
併
調

整
委
員
を
任
命
し
、
合
併
協
議
会
に

係
る
斡
旋
・
調
停
を
行
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
三
に
、
知
事
が
合
併
協
議
会
設
置

又
は
、
合
併
協
議
会
推
進
勧
告
に
よ

り
、
市
町
村
の
合
併
を
推
進
す
る
と

い
う
内
容
が
あ
る
。

合
併
特
例
債
が
廃
止
に
な
る
が
、
合

併
に
関
す
る
特
例
措
置
と
し
て
、
地

方
税
の
不
均
一
課
税
、
議
員
の
在
任

特
例
、
３
万
市
特
例
は
、
引
き
続
き

適
用
と
な
る
。

合
併
の
進
捗
状
況
は
、
選
挙
後
す
ぐ

に
、
吉
富
町
長
と
話
し
合
い
を
し
た
。

今
後
も
、
色
々
な
形
で
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
行
き
、
任
期
中
、
早
い
時
期

に
合
併
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

古
川 

哲
也 

議
員
の
質
問



６

入
札
参
加
の
資
格
及
び
審
査
に
関
す

る
要
綱
に
基
づ
き
、
行
っ
て
い
る
。

工
事
は
基
本
的
に
は
、
指
名
競
争
入

札
に
よ
り
発
注
し
て
い
る
が
、
小
規

模
な
工
事
や
修
繕
は
、
市
内
業
者
の

育
成
と
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
観

点
か
ら
、
地
元
業
者
と
随
意
契
約
を

実
施
し
て
い
る
。

入
札
制
度
の
改
善
は
、
平
成
１３
年
１０

月
、
平
成
１５
年
１０
月
に
、
実
施
し
、

平
成
１７
年
６
月
か
ら
は
、
指
名
業
者

数
を
、
１
千
万
円
以
上
を
５
社
か
ら

１０
社
へ
、
仕
様
書
交
付
方
法
の
見
直

し
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
の
廃
止

を
実
施
し
て
い
る
が
、
効
果
に
つ
い

て
は
、
見
直
を
し
て
か
ら
３
ヵ
月
で

あ
り
、
今
暫
く
状
況
を
見
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
随
意
契
約
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
説
明
を
求
む
。

財
務
課
長
　
１
３
０
万
円
以
下
小
規

模
工
事
、
修
繕
に
つ
い
て
は
、
複
数

の
地
元
業
者
に
見
積
書
の
提
出
を
願

い
、
そ
の
中
で
決
定
し
て
い
る
。

議
員
　
入
札
制
度
が
今
年
６
月
に
改

善
さ
れ
た
後
の
、
指
名
競
争
入
札
で

８
月
９
日
か
ら
８
月
２６
日
ま
で
の
財

務
課
長
報
告
、
上
下
水
道
課
長
報
告

分
を
見
る
と
、
１４
件
中
予
定
価
格
が

９５
％
以
上
６
件
そ
の
内
２
件
は
、
１

０
０
％
で
あ
る
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
評
価
で
は
、
９５
％

以
上
は
、
ほ
ぼ
談
合
と
見
て
間
違
い

な
い
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
談
合
で
は
な
い
か
見
解
を

聞
き
た
い
。

財
務
課
長
　
１
０
０
％
と
い
う
結
果

に
な
っ
て
い
る
が
、
談
合
し
て
い
る

状
況
は
確
認
さ
れ
て
な
い
。

議
員
　
総
合
規
制
改
革
会
議
等
に
よ

る
と
�
指
名
競
争
入
札
が
多
く
採
用

さ
れ
、
談
合
が
相
変
わ
ら
ず
広
く
行

わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
般
競

争
入
札
や
、
公
募
型
指
名
競
争
入
札

を
積
極
的
に
採
用
し
、
競
争
の
条
件

を
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

同
時
に
、
談
合
発
覚
時
は
、
損
害
賠

償
請
求
、
業
者
名
の
公
表
な
ど
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
強
化
も
積
極
的
に
行
う
べ

き
で
あ
る
。

�
官
公
需
法
な
ど
で
、
中
小
企
業
に

一
定
の
受
注
が
あ
ら
か
じ
め
確
保
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
要
件
の
設

定
、
地
域
業
者
と
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ベ

ン
チ
ャ
ー
（
合
弁
事
業
）
地
元
事
業

の
下
請
け
で
の
活
用
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
、
競
争
を
阻
害
す
る
要
因
が
存

在
す
る
た
め
で
き
る
限
り
是
正
す
る

べ
き
で
あ
る
。

�
一
般
競
争
入
札
の
導
入
で
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
が
発
生
し
か
ね
な
い
。
そ
れ

を
防
ぐ
た
め
、
低
入
札
価
格
調
査
制

度
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
と
の
３
点

が
言
わ
れ
て
い
る
。

豊
前
市
は
指
名
競
争
入
札
に
な
っ
て

い
る
が
、
一
般
競
争
入
札
ま
た
は
、

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
、
変
更
す

る
つ
も
り
は
な
い
の
か
。

財
務
課
長
　
条
件
付
一
般
競
争
入
札

に
つ
い
て
は
、
実
施
す
る
自
治
体
が

増
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一

般
的
に
事
務
量
が
増
え
、
手
続
き
に

時
間
が
か
か
る
な
ど
問
題
が
あ
り
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

宮
田 

精
一 

議
員
の
質
問

 １.
公
共
施
設
に
於
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
に
つ
い
て

議
員
　
市
内
の
公
共
施
設
の
調
査
は

行
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
に
対
す
る

市
の
対
応
基
本
姿
勢
は
ど
う
い
っ
た

も
の
か
。

財
務
課
長
　
先
程
、
古
川
議
員
の
質

問
に
答
え
し
た
と
お
り
だ
が
、
国
や

県
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
確
認
さ
れ
た
施
設
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
対
策
や
予
算
措
置
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

 ２.
地
元
中
小
企
業
の
仕
事
確
保
と
入

札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

議
員
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

を
創
設
し
、
地
元
中
小
零
細
業
者
の

仕
事
の
確
保
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
ら
な
い
の
か
。

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
執
っ
て
き
た
対
策
と
成
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

財
務
課
長
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
創
設
は
、
現
在
の
財
政
状
況

で
は
、
導
入
は
困
難
で
あ
る
。

小
規
模
工
事
登
録
制
度
に
つ
い
て
は
、

豊
前
市
建
設
工
事
に
係
る
指
名
競
争



尾
家 

啓
介 

議
員
の
質
問

７

 １.
公
共
工
事
の
入
札
改
善
に
つ
い
て

議
員
　
日
本
道
路
公
団
で
の
談
合
事

件
、
苅
田
町
の
設
計
価
格
漏
洩
事
件
、

公
共
工
事
に
関
す
る
２
つ
の
事
件
に

つ
い
て
執
行
部
の
考
え
方
を
聞
き
た

い
。

８
月
９
日
に
、
談
合
防
止
す
る
新
し

い
入
札
方
法
で
、
５
件
入
札
を
実
施
、

こ
の
方
法
で
、
談
合
が
防
止
さ
れ
た

の
か
、
聞
き
た
い
。

指
名
競
争
入
札
か
ら
一
般
競
争
入
札

に
移
行
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

助
役
　
こ
の
２
件
は
、
と
も
に
発
注

者
側
の
不
正
で
、
発
注
者
側
で
あ
る

国
や
地
方
自
治
体
の
入
札
制
度
改
革

が
、
急
が
れ
て
い
る
。
当
市
も
遅
れ

る
こ
と
な
く
努
力
し
た
い
。

当
市
発
注
予
定
工
事
で
、
市
民
の
不

審
を
招
く
よ
う
な
噂
が
起
き
た
と
し

た
ら
、
噂
の
信
憑
性
を
調
査
し
、
疑

い
が
強
い
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
業
者

選
定
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
適
切

な
対
応
措
置
と
考
え
て
い
る
。

財
務
課
長
　
事
前
に
指
名
業
者
が
分

か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
入
札
関
係
の
規
則
、
或
い
は

要
綱
を
遵
守
い
た
し
て
お
り
、
情
報

が
市
か
ら
漏
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
る
。

高
値
さ
ぐ
り
の
談
合
入
札
が
行
わ
れ

た
と
は
考
え
て
な
い
。
見
直
し
を
行

っ
て
３
ヵ
月
、
今
暫
く
状
況
を
見
た

い
と
考
え
る
。

一
般
競
争
入
札
は
、
実
施
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
が
、
事
務
量
が
増

え
、
手
続
き
に
時
間
が
か
か
る
な
ど

現
在
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

市
長
　
談
合
情
報
が
あ
れ
ば
、
調
査

委
員
会
を
設
置
し
、
調
査
を
し
て
、

は
っ
き
り
さ
せ
る
。

 ２.
豊
前
市
職
員
の
採
用
と
教
育
に
つ

い
て

議
員
　
職
員
数
は
、
２
６
０
名
で
あ

る
が
職
員
採
用
長
期
計
画
は
、
あ
る

の
か
。
人
件
費
総
額
、
財
政
力
指
数

の
見
込
み
、
技
能
労
務
職
員
の
在
籍

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上
と
、

説
明
責
任
の
強
化
を
図
る
た
め
ど
の

よ
う
に
、
職
員
に
指
示
・
指
導
を
し

て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
第
２
次
行
政
改
革
大
綱

で
平
成
１７
年
ま
で
に
職
員
数
を
２
６

８
名
に
決
定
、
現
在
、
２
６
０
名
で

達
成
し
て
い
る
。

更
に
、
市
職
員
を
減
ら
す
必
要
性
を

認
識
し
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
策

定
に
向
け
て
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、

内
部
作
業
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
技
能
労
務
職
員
の
人
数
或
い
は
、

必
要
性
等
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
し

て
い
き
た
い
。

財
政
力
指
数
の
見
込
み
は
、
三
位
一

体
改
革
の
全
体
が
不
透
明
な
中
、
現

時
点
で
は
、
こ
れ
を
見
通
す
の
は
困

難
、
交
付
税
改
革
で
不
交
付
団
体
の

割
合
を
、
更
に
３
分
の
１
程
度
増
や

す
国
の
方
針
な
の
で
、
財
政
力
指
数

の
見
込
み
は
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ

る
。
財
務
課
長
よ
り
現
在
の
財
務
状

況
、
今
後
の
財
政
見
通
し
等
を
全
職

員
に
説
明
を
行
い
、
そ
の
他
、
所
属

長
連
絡
会
議
や
、
企
画
調
整
会
議
を

通
じ
て
職
員
に
指
示
を
行
っ
て
い
る
。

 ３.
新
北
九
州
空
港
の
開
港
に
関
連
し
て

議
員
　
新
北
九
州
空
港
開
港
に
関
連

し
て
築
城
航
空
自
衛
隊
の
活
動
範
囲

が
、
変
更
さ
れ
航
空
機
に
よ
る
騒
音

問
題
が
拡
大
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
防
衛
予

算
補
助
基
準
に
該
当
す
る
よ
う
に
努

力
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

新
北
九
州
空
港
開
港
、
自
動
車
１
０

０
万
台
生
産
都
市
の
一
環
と
し
て
、

東
九
州
自
動
車
道
建
設
と
併
せ
て
、

新
北
九
州
空
港
か
ら
中
津
市
ま
で
の

湾
岸
道
路
の
計
画
が
あ
る
が
、
市
長

の
考
え
を
。

総
務
課
長
　
築
城
航
空
機
騒
音
地
域

が
拡
大
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
言

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
関
係
官
庁
に
、

問
題
提
起
を
行
政
と
し
て
、
行
っ
て

い
る
。

現
時
点
で
は
、
補
助
地
域
に
該
当
す

る
こ
と
は
、
か
な
り
厳
し
い
回
答
で

あ
る
。

市
長
　
周
防
灘
湾
岸
線
道
路
建
設
は

平
成
６
年
、
建
設
促
進
期
成
会
を
結

成
し
福
岡
県
、
国
交
省
、
及
び
道
路

公
団
に
早
期
建
設
を
要
請
し
て
い
る

が
、
今
だ
、
苅
田
町
の
一
部
し
か
、

着
工
で
き
て
な
い
現
状
で
あ
る
。

ご
指
摘
の
道
路
計
画
に
つ
い
て
も
、

京
築
広
域
圏
事
務
組
合
に
あ
る
事
務

局
で
も
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
道
路
は
、
自
動
車
１
０
０
万
台

構
想
と
並
ぶ
重
要
な
道
路
で
あ
り
、

今
後
、
国
、
県
に
対
し
早
く
実
現
で

き
る
よ
う
要
請
し
て
行
く
。

新北九州空港 完成予想図
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平成１５年度
自動車生産工場進出
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 １.
公
共
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

議
員
　
今
後
の
区
画
整
理
、
公
園
整

備
、
街
路
整
備
な
ど
の
事
業
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
て
い

る
か
。
又
、
建
設
課
で
取
り
組
む
四

郎
丸
・
野
田
線
及
び
新
た
な
補
助
事

業
計
画
に
つ
い
て
説
明
を
求
む
。

今
日
ま
で
進
め
て
き
た
下
水
道
事
業

は
、
生
活
環
境
の
面
か
ら
も
進
め
て

い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
、
現
在
の
事

業
認
可
の
進
捗
状
況
と
、
今
後
ど
の

よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
説

明
を
求
む
。

都
市
計
画
課
長
　
赤
熊
南
土
地
区
画

整
理
事
業
は
、
平
成
１７
年
度
で
約
８５

％
の
工
事
が
終
わ
る
。

今
後
は
、
公
園
の
築
造
、
集
会
所
を
、

県
と
市
の
合
同
で
進
め
て
い
る
。

県
営
住
宅
５０
戸
と
市
営
住
宅
の
建
設
、

保
留
地
と
市
有
地
の
処
分
、
上
町
・

沓
川
池
線
の
整
備
計
画
、
八
屋
・
荒

堀
線
の
道
路
整
備
計
画
を
平
成
１８
年

度
か
ら
平
成
２４
年
度
ぐ
ら
い
に
ま
で

整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

建
設
課
長
　
八
屋
・
求
菩
提
線
の
道

路
改
良
工
事
は
、
平
成
１１
年
着
工
、

本
年
度
末
に
完
成
予
定
で
又
、
同
路

線
の
歩
道
設
置
は
、
平
成
１３
年
着
工
、

平
成
１８
年
度
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

四
郎
丸
・
野
田
線
道
路
改
良
工
事
は
、

平
成
１５
年
着
工
、
平
成
１９
年
度
に
完

成
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
公
共
事
業
の
見
直
し
は
、
国

道
、
県
道
、
広
域
農
道
、
広
域
基
幹

林
道
等
を
含
め
、
重
点
路
線
を
整
備

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長
　
公
共
下
水
道
の
事

業
認
可
区
域
は
、
平
成
１９
年
度
で
整

備
完
了
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
、
企
画
調
整
会
議
等
で
十
分

検
討
し
、
事
業
を
進
め
る
予
定
で
あ

る
。

 ２.
入
札
制
度
に
つ
い
て

議
員
　
今
日
ま
で
入
札
制
度
を
改
正

し
て
き
て
い
る
が
、
入
札
制
度
が
ど

の
よ
う
に
改
善
さ
れ
た
の
か
。

財
務
課
長
　
前
に
も
お
答
え
し
た
よ

う
に
、
予
定
価
格
の
事
前
公
表
の
廃

止
、
指
名
業
者
の
入
札
前
の
公
表
廃

止
、
指
名
業
者
の
数
を
増
や
す
な
ど
、

行
っ
て
来
た
。
改
善
し
て
か
ら
３
ヵ

月
で
あ
り
、
今
暫
く
状
況
推
移
を
見

守
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
３
月
議
会
の
時
指
名
業
者
を

増
や
す
こ
と
は
、
賛
成
だ
っ
た
が
、

予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
廃
止
す
る

こ
と
は
、
落
札
率
が
逆
に
上
が
る
の

で
は
な
い
か
と
、
考
え
て
い
た
、
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。

予
定
価
格
を
元
に
戻
す
考
え
は
な
い

の
か
。

助
役
　
予
定
価
格
の
事
前
公
表
は
、

本
年
か
ら
廃
止
を
し
た
。

今
後
、
予
定
価
格
を
公
表
す
る
か
し

な
い
か
を
含
め
て
、
入
札
制
度
の
改

善
に
努
め
た
い
。

爪
丸 

裕
和 

議
員
の
質
問
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 １.
干
ば
つ
対
策
に
つ
い
て

議
員
　
干
ば
つ
被
害
戸
数
及
び
被
害

面
積
、
補
助
事
業
の
実
施
件
数
と
内

容
、
平
成
６
年
度
の
干
ば
つ
時
、
井

戸
の
掘
削
件
数
と
管
理
状
況
、
農
業

用
溜
池
等
の
状
況
及
び
用
水
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
課
長
　
現
地
調
査
の
結
果

被
害
面
積
は
、
１
６
４
・
９
ｈａ
被
害

箇
所
６１
件
で
総
事
業
費
が
約
２
７
７

３
万
円
程
度
で
あ
る
。

建
設
課
長
　
平
成
６
年
の
井
戸
と
ポ

ン
プ
の
管
理
状
況
は
約
１０
年
経
っ
て

い
る
の
で
、
管
理
自
体
が
難
し
い
と

い
う
地
域
も
あ
る
が
、
常
時
使
っ
て

い
る
所
も
か
な
り
あ
る
。

農
業
用
溜
池
１
１
０
箇
所
、
総
貯
水

量
は
２
３
１
万
５
２
５
０
ト
ン
で
、

有
効
貯
水
率
は
８０
％
ぐ
ら
い
と
思
わ

れ
る
。

土
砂
等
の
堆
積
で
、
有
効
貯
水
量
が

確
保
さ
れ
な
い
溜
池
が
相
当
数
あ
る

と
思
わ
れ
、
浚
渫
工
事
が
必
要
な
と

こ
ろ
が
あ
る
。

こ
の
干
ば
つ
で
、
陳
情
箇
所
が
あ
れ
ば
、

県
に
要
望
し
た
い
。

議
員
　
干
ば
つ
の
有
っ
た
と
き
は
、

そ
の
都
度
、
補
助
事
業
を
組
む
の
で

は
な
く
、
今
ま
で
あ
っ
た
井
戸
の
有

効
利
用
、
計
画
的
な
改
修
等
が
必
要

で
は
な
い
か
。

１
ｈａ
当
た
り
稲
を
作
付
け
し
て
か
ら

刈
り
取
り
ま
で
４
０
０
ト
ン
の
水
が

必
要
、
当
市
の
作
付
け
面
積
は
、
１

０
０
０
ｈａ
で
あ
る
の
で
、
溜
池
の
総

貯
水
量
２
３
１
万
ト
ン
だ
け
で
は
、

水
不
足
が
発
生
す
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
が
。

農
林
水
産
課
長
　
今
後
の
干
害
に
対

す
る
さ
く
井
、
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
あ
っ
た
も
の
を
把
握
し
、
活

か
し
て
い
き
た
い
又
、
溜
池
だ
け
で

は
、
水
不
足
に
な
る
の
で
雨
水
も
利

用
し
て
溜
池
を
潤
わ
せ
る
方
向
で
施

工
し
た
い
。

夕
田
池
（
横
武
）
の
改
修
に
つ
い
て

も
、
池
尾
池
（
横
武
）
に
も
水
を
ま

わ
せ
な
い
か
検
討
し
た
い
。

 ２.
農
業
委
員
会
委
員
定
数
に
つ
い
て

議
員
　
農
業
委
員
の
選
挙
定
数
は
、

１７
名
で
あ
る
が
、
定
数
は
何
年
前
に

改
定
し
た
の
か
。

そ
の
時
の
、
農
家
数
及
び
農
地
面
積

は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
か
。
又
、

近
隣
の
類
似
団
体
で
の
定
数
状
況
は

ど
う
か
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
農
業
委
員
定
数

の
変
更
を
、
盛
り
込
む
考
え
は
あ
る

の
か
。

農
業
委
員
会
局
長
　
農
業
委
員
は
、

１７
名
の
選
挙
委
員
と
推
薦
さ
れ
た
５

名
で
合
計
２２
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、

平
成
２
年
３
月
２３
日
に
改
定
が
な
さ

れ
た
。

農
業
者
数
は
、
現
在
２
９
７
７
世
帯
、

農
地
面
積
は
、
１
９
５
０
ｈａ
で
あ
る
。

近
隣
の
農
業
委
員
数
は
、
行
橋
２３
名
、

苅
田
１４
名
、
勝
山
１７
名
、
豊
津
１５
名
、

犀
川
１７
名
、
椎
田
２３
名
、
築
城
２０
名
、

吉
富
１５
名
、
新
吉
富
１７
名
、
大
平
１８

名
で
あ
る
。

今
後
の
農
業
委
員
の
定
数
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
と
十
分

に
協
議
等
を
行
い
な
が
ら
、
適
切
に

考
え
た
い
。

総
務
課
長
　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
農

業
委
員
の
定
数
を
盛
り
込
む
こ
と
は
、

関
係
団
体
等
と
十
分
協
議
し
、
対
応

し
た
い
。

議
員
　
経
営
事
項
審
査
結
果
及
び
工

事
成
績
に
基
づ
く
点
数
、
発
注
工
事

の
契
約
実
績
点
数
、
施
工
能
力
判
定

点
数
の
基
準
に
よ
り
、
指
名
業
者
の

ラ
ン
ク
付
け
す
る
制
度
に
付
い
て
考

え
を
聞
き
た
い
。

財
務
課
長
　
豊
前
市
建
設
工
事
に
係

る
指
名
競
争
入
札
参
加
の
資
格
及
び

審
査
等
に
関
す
る
要
綱
及
び
工
事
の

種
類
別
施
行
能
力
の
判
断
基
準
に
基

づ
い
て
、
経
営
事
項
審
査
結
果
に
よ

る
総
評
点
と
、
工
事
成
績
に
基
づ
く

点
数
、
発
注
工
事
の
契
約
実
績
点
数
、

施
工
能
力
判
定
点
数
を
加
算
し
、
総

合
点
数
を
基
準
に
当
て
は
め
、
業
者

の
ラ
ン
ク
付
け
を
決
め
て
い
る
。

議
員
　
経
営
事
項
審
査
は
過
去
何
度

も
見
直
さ
れ
て
き
た
が
、
技
術
者
の

数
に
よ
る
能
力
判
定
区
分
が
、
未
だ

低
い
と
思
わ
れ
る
。

行
政
見
直
し
の
中
で
健
全
な
業
者
の

育
成
の
た
め
雇
用
数
を
重
視
し
て
頂

き
た
い
。

財
務
課
長
　
従
業
員
数
の
点
数
化
に

つ
い
て
は
、
他
市
で
も
や
っ
て
お
り
、

点
数
化
す
れ
ば
可
能
で
あ
る
。

Ａ
Ｂ
Ｃ
ラ
ン
ク
表
の
透
明
性
も
あ
る

の
で
総
合
的
に
見
直
し
を
考
え
る
。

山
崎 

　
美 

議
員
の
質
問

干害によりひび割れた稲田




